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ま・ち・の・話・題

　
第
30
回
高
知
県
小
学
生
野
球
越

知
新
人
大
会
（
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
主
催
）
が
10
月
16
日
か
ら
11

月
14
日
ま
で
の
７
日
間
、
越
知
町

民
総
合
運
動
場
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
中
で
行
わ
れ
た
開
会

式
で
は
、
越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

（
小
学
生
バ
レ
ー
）
を
先
頭
旗
手

に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
入
場
行
進

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
越
知

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
キ
ャ
プ
テ
ン
山

﨑
海
弥
君
（
越
知
小
５
年
）
が
歓

迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
県
内
か
ら

集
ま
っ
た
82
チ
ー
ム
、
約
１
３
０

０
人
の
球
児
た
ち
を
歓
迎
し
ま
し

た
。
ま
た
今
回
は
、
高
知
フ
ァ
イ

テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
出
席
も
あ

り
、
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
回
戦
か
ら
の
出
場
と
な
っ
た

越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
は
、
春
野
レ

ッ
ツ
と
対
戦
し
、
１
対
３
で
迎
え

た
最
終
回
ツ
ー
ア
ウ
ト
か
ら
、
逆

転
サ
ヨ
ナ
ラ
３
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
放
ち
、
劇
的
な
勝
利
を
果
た
し

ま
し
た
。
３
回
戦
の
奏
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
は
、
３
対
11
で
敗
れ
ま

し
た
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
出
し
切
り
、
次
に
つ
な
が
る
試

合
内
容
で
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

優
　
勝

　
安
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝

　
横
内
オ
リ
オ
ン
ズ

第
３
位

　
朝
倉
ス
ワ
ロ
ー
ズ

　
大
津
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ

　　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

大
会
の
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
30
回
高
知
県
小
学
生
野
球
越
知
新
人
大
会

　
第
25
回
高
知
県
小
学
生

空
手
道
大
会
が
11
月
７
日

（
日
）
、
越
知
町
民
総
合
運

動
場
体
育
館
で
行
わ
れ
、

県
内
の
17
団
体
180
人
の
小

学
生
が
参
加
し
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
お
ち
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
片
岡
凌
也

君
が
、
力
強
く
選
手
宣
誓

を
行
い
ま
し
た
。

　
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か

ら
は
、
総
勢
７
人
が
出
場

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
熱
い
声
援
に
応
え

健
闘
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
者
、
保
護

者
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

第
25
回
高
知
県
小
学
生
空
手
道
大
会
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11
月
14
日
に
、
越
知
町
消
防
団

に
よ
る
消
防
水
利
点
検
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
点
検
は
、
火
災
発
生
時
に

速
や
か
に
消
火
活
動
を
行
う
た
め
、

毎
年
、
火
災
予
防
週
間
中
に
消
防

団
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
５
つ
の
班
に
分
か

れ
て
、
越
知
・
大
桐
地
区
の
す
べ

て
の
消
火
栓
と
防
火
水
槽
を
点

検
・
確
認
し
、
赤
と
黄
の
ペ
ン
キ

を
塗
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

消
防
水
利
点
検

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
10
月
４
・
５
日
の
２
日
間
、

（
社
）
佐
川
・
越
知
・
日
高
広
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

や
職
員
ら
28
人
が
、
越
知
町
民
総

合
運
動
場
や
そ
の
周
辺
の
清
掃
、

草
刈
り
、
植
栽
の
剪
定
を
約
２
時

間
か
け
て
行
い
、
気
持
ち
の
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
毎
年
10
月
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月

間
で
、
全
国
一
斉
に
地
域
社
会
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
更
な

る
普
及
を
目
的
と
し
て
奉
仕
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仕

事
の
発
注
と
と
も
に
元
気
な
会
員

を
募
集
中
で
す
。
ご
連
絡
は
事
務

局
（
町
民
総
合
運
動
場
内
　
Ｔ
Ｅ

Ｌ
２
６

－

３
８
７
８
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

　
11
月
11
日
、
越
知
幼
稚
園
・
越

知
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
越
知
町

内
の
織
田
金
物
店
か
ら
役
場
ま
で

の
区
間
、
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
防
火
パ
レ
ー
ド
は
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
に
あ
わ

せ
て
行
っ
た
も
の
で
、
町
民
の
防

火
意
識
の
啓
蒙
・
啓
発
と
、
火
災

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
は
、
太
鼓
や
シ
ン
バ

ル
な
ど
の
楽
器
で
演
奏
し
な
が

ら
、
地
域
の
人
た
ち
に
「
火
の
用

心
」
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

防
火
パ
レ
ー
ド

ま・ち・の・話・題

　
第
47
回
越
知
町
文
化
祭
が
、
11

月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
、
越
知
町

民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
屋
内
多
目
的
運
動

広
場
で
、
絵
画
・
書
道
・
陶
芸
・

ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
展
示
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
日
の
芸
能
発
表
会
で

は
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ

グ
ス
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
ダ
ン
ス
や

よ
さ
こ
い
踊
り
（
ほ
た
え
る
西

楽
）
な
ど
が
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

第
47
回

越
知
町
文
化
祭
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情　報　広　場

　町政に対してより一層のご理解をいただくために、「越知町人事行政の運営等の状況の公表に関す

る条例」（平成17年条例第22号）の規定に基づき、人事行政の運営等の状況についてお知らせします。

越知町人事行政の運営等に関する状況
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情　報　広　場
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情　報　広　場
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情　報　広　場
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情　報　広　場
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情　報　広　場

～ インフルエンザ予防接種費用が軽減されます ～
　越知町では次のとおり、インフルエンザワクチン接種費用の自己負担軽減を行います。

【実  施  期  間】　平成22年10月１日（金）～平成23年１月31日（月）

【実施医療機関】　町内医療機関・県内委託医療機関

【対　 象　 者】　越知町に住民登録のある方

　町民税非課税世帯と生活保護世帯の方で、平成22年10月１日（金）～平成23年１月31日（月）までにイン

フルエンザ予防接種費用の自己負担軽減を受けずに接種された方に、次のとおり、接種費用の払い戻しを行い

ます。

【申請方法】越知町保健福祉センターで直接申請を行ってください。

【申請の際、持参していただくもの】

①印鑑（代理申請をする時は、代理人の印鑑も必要です）

②医療機関の領収書

③接種済証

④振込先（口座番号）がわかるもの

・接種者本人の口座であること

・20歳未満の対象者の場合は、保護者の口座番号（既婚者は除く）

注意※②医療機関の領収書・③接種済証をお持ちでない方は申請できません。

※医療機関によっては手数料等が含まれていますが、接種費用のみの払い戻しとなります。

【申請期限】　平成23年３月31日（木）

注）親族以外の方が代理申請をする時は、委任状が必要な場合があります。（詳しくは、お問い合わせください）

※軽減が受けられるかどうかの確認は、個人情報保護のため、電話等ではお答えできません。

◆お問い合わせ先　越知町保健福祉センター　ＴＥＬ２６－３２１１

65歳以上の方
※60歳以上65歳未満で
　心臓、腎臓、呼吸器
に重い障害がある方
（身体障害者手帳１級相当者）

事前に医療機関に接種日時をご確認の上、健康被保険証または年齢
を確認できるものを持参し、接種を申し出てください。
接種料金（自己負担金）は、1,000円です。

自己負担金免除証明書を医療機関へ持参すれば、無料で接種できます。
接種前に必ず、印鑑を持参して、越知町保健福祉センターにお越しい
ただき、申請書を提出してください（代理申請をする時は、代理人の印
鑑も必要です）。

事前に医療機関に接種日時をご確認の上、接種してください。
接種料金（全額自己負担）は、医療機関にお問い合わせください。

自己負担金免除証明書を医療機関へ持参すれば、無料で接種できます。
接種前に必ず、印鑑を持参して、越知町保健福祉センターにお越しい
ただき、申請書を提出してください（代理申請をする時は、代理人の印
鑑も必要です）。

注）親族以外の方が代理申請をする時は、委任状が必要な場合があります。
（詳しくは、お問い合わせください）

65歳未満の方

町民税課税世帯の方

町民税非課税世帯・

生活保護受給世帯の方

町民税課税世帯の方

町民税非課税世帯・

生活保護受給世帯の方

自己負担軽減を受けずにされた方に、接種費用の払い戻しを行います
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情　報　広　場

年
末
年
始
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ご
み
、
し
尿
、
火
葬

業
務
に
つ
い
て

【
ご
み
】

　
年
末
の
29
日
か
ら
31
日
は
清
掃

セ
ン
タ
ー
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

ご
み
を
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持

ち
込
む
と
き
は
、
可
燃
ご
み
・
不

燃
ご
み
・
資
源
ご
み
・
粗
大
ご
み

に
分
別
し
、
降
ろ
し
や
す
い
状
態

に
し
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み

は
、
５
㎏
に
つ
き
30
円
の
手
数
料

が
必
要
で
す
）
。
　
　

　
な
お
、
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
に

限
り
各
家
庭
に
年
１
回
、
無
料
処

理
券
（
有
効
期
限
12
月
28
日
ま

で
）
を
発
行
し
ま
す
。
必
要
な
方

は
、
環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係
ま

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
し
尿
】

　
年
末
年
始
の
し
尿
の
汲
み
取
り

は
申
し
込
み
が
殺
到
し
、
対
応
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
め

に
汲
み
取
り
業
者
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
火
葬
】

　
高
吾
苑
は
、
１
月
１
日
か
ら
3

日
ま
で
の
間
休
み
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
受
付
業
務
は
年
末
年
始
も

平
常
ど
お
り
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
2
6

－

0
3
0
5
）
で
受
付

し
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
、
い
つ
も
の
収
集

日
と
異
な
っ
て
い
る
地
区
が
あ
り

ま
す
。

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
十
分

確
認
し
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
指

定
さ
れ
た
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
で
管
理
し
て
い
る
施
設
で

す
。
地
域
で
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
水
道
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
４

受付時間

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

休　み

休　み

休　み

休　み

休　み

平　常

平　常

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

2

3

4

5

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

受 付 時 間

休 　 　 　 み

午前８時30分～午後４時

午前８時30分～午後４時

午前８時30分～午後４時

午前８時30分～午後４時

午前８時30分～午後４時

午前８時30分～午後４時

午前８時30分～午後４時

午前８時30分～正　  午

休 　 　 　 み

休 　 　 　 み

休 　 　 　 み

午前８時30分～午後４時

午前８時30分～午後４時

受付業務

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

火葬業務

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

平　常

休　み

休　み

休　み

平　常

平　常

月

12

1

日 曜日
清 掃 セ ン タ ー 高　吾　苑衛生センター

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

る
資
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
年

間
遡
及
（
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

影
響
や
効
力
が
お
よ
ぶ
こ
と
）
し

て
課
税
ま
た
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
固
定
資
産
税
（
家
屋
・

土
地
・
償
却
）
に
関
す
る
申
告
や

届
け
出
等
の
お
忘
れ
が
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
係

T
E
L
２
６

－

１
３
８
３

固
定
資
産
税
の
遡
及
課
税

お
よ
び
遡
及
還
付
に
つ
い
て

　
家
屋
の
新
築
、
増
築
、
全
部
取

り
壊
し
、
一
部
取
り
壊
し
な
ど
の

異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
賦
課
期
日
は
、
毎
年
１
月
１
日

で
す
（
平
成
23
年
度
の
固
定
資

産
税
の
課
税
額
に
影
響
い
た
し

ま
す
の
で
お
早
め
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
）
。

　
な
お
、
未
登
記
の
家
屋
で
売

買
な
ど
に
よ
り
、
所
有
者
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
に
は
所
有
者

変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

家
屋
の
異
動（
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
等
）に
つ
い
て

（在来家屋）

家屋の一部取り壊しや全部取り壊し等 家屋の増築や新築の場合

（在来家屋）（取り壊し） （新築）

（一部） （増築）

最大５年間遡及課税

遡及の対象となるケース

課税誤りや課税漏れ

課税申告の誤り

届け出漏れや申告漏れ

最大５年間さかのぼって

課税及び還付される。

※還付は最大10年

最大１０年間遡及還付　※（基準日：毎年１月１日）
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婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
県
が
主

催
す
る
養
成
講
座
を
受
講
し
、
結

婚
を
望
む
独
身
者
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
応
援
す
る
方
々
で
す
。

　
独
身
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

県
内
の
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
相
手
探
し

の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
詳
し
い
内
容
や
婚
活

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
相
談
方
法
に
つ

い
て
は
、
各
市
町
村
役
場
の
窓
口

に
置
い
て
あ
り
ま
す
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ま
た
は
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
あ
る
「
こ
う
ち
出
会
い
の
き

っ
か
け
応
援
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

こ
う
ち
出
会
い
の
き
っ
か
け
応
援

サ
イ
ト
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
地
域
福
祉
部
少
子
対
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
２
３

－

９
７
１
７

あ
な
た
の
婚
活
を
応
援
し
ま
す
！

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
自
営
業
者
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ

ー
の
方
な
ど
が
20
歳
に
な
っ
た
と

き
は
、
住
所
地
の
市
区
役
所
・
町

村
役
場
へ
国
民
年
金
加
入
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
の
加
入
者

（
第
２
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
が
20
歳
に

な
っ
た
と
き
は
、
第
２
号
被
保
険

者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
加
入
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
第
２
号
被
保
険
者
が
20

歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
加
入
の
手

続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
き
ち
ん
と

し
て
、
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
、
所
得

が
少
な
い
等
の
理
由
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
が
多
い
た
め
、
在

学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
ら
れ
る

方
は
、
大
学
等
に
在
学
す
る
20
歳

以
上
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
118
万
円
以
下
の
方
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
年
金
係

T
E
L
２
６

－

１
１
１
５

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

http://w
w
w
.pref.kochi.lg.jp/̃

deaiouen/supporter/index.htm
l

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
は
、
子
ど
も
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て
支

援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ

す
も
す
（
教
育
委
員
会
）
　
　

昼
間
T
E
L
２
６

－

３
４
０
０

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
び
ゃ

く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　
夜
間
T
E
L
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所
　
　
　
　
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
６
６

－

３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　
　

　
T
E
L
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
こ
す
も
す

　
２
０
１
０
年
度
全
国
統
一
防
火

標
語
は

「
消
し
た
か
な

　
　
あ
な
た
を
守
る

　
　
　
　
　
　
合
言
葉
」

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
す
。
火
災
は
人
災
で

す
。
地
域
住
民
の
方
々
は
日
ご
ろ

よ
り
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ま

す
が
、
火
災
で
み
な
さ
ん
の
大
切

な
命
や
財
産
を
失
わ
な
い
よ
う
今

一
度
　
火
の
用
心
　
に
つ
い
て
再

確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
救
急
（
病
院
紹
介
）
の
お
問
い

合
わ
せ
先

高
吾
北
消
防
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

２
１
１
１

防
火
意
識
を

　 

高
め
よ
う
！

　
観
光
物
産
館
お
ち
駅
内
の
越
知

産
市
は
、
12
月
31
日
（
金
）
か
ら

１
月
３
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
お

休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　

 

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
町
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
０
４

お
ち
駅
産
市
コ
ー
ナ
ー

年
末
年
始
休
業
日
の

お
し
ら
せ
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越
知
保
育
園
で
は
、
平
成
23
年
度
の

入
園
申
し
込
み
の
受
付
を
し
ま
す
。
入

園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間
内

に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
込
み
期
間
を
過
ぎ
る
と
入
園
が
難

し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
受
付
期
間
】

　
12
月
１
日
〜
22
日

【
場
所
】

　
越
知
保
育
園
２
階
事
務
室

【
入
園
対
象
年
齢
】

　
満
６
カ
月
〜
就
学
前

＊
現
在
妊
娠
中
の
方
や
、
育
児
休
業
等

に
よ
り
４
月
２
日
以
降
に
入
園
を
希

望
さ
れ
る
方
も
今
回
申
し
込
み
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

【
保
育
時
間
等
】

　
原
則
と
し
て
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で
で
す
。

　
土
曜
日
は
、午
前
11
時
30
分
ま
で
で
す
。

延
長
保
育

　
保
護
者
の
勤
務
時
間
や
家
庭
の
状
況

に
よ
り
必
要
な
場
合

　
朝
午
前
７
時
40
分
か
ら
、
午
後
４
時

か
ら
６
時
ま
で
の
間
延
長
し
て
保
育
し

ま
す
。

【
入
園
の
基
準
お
よ
び
条
件
】

　
保
護
者
が
仕
事
お
よ
び
そ
の
他
の
理

由
（
病
気
、
求
職
等
）
に
よ
り
、
昼
間

の
保
育
が
で
き
ず
、
祖
父
母
等
、
他
に

保
育
を
で
き
る
方
が
い
な
い
場
合
。

【
保
育
料
】

　
保
護
者
の
平
成
22
年
分
の
所
得
税
お

よ
び
平
成
22
年
度
分
の
住
民
税
を
基
に

決
定
し
ま
す
。

　
保
育
料
の
決
定
は
、
４
月
初
め
に
な

り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園
　
山
本
、
山
中

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

２
１
４
１

　
越
知
幼
稚
園
で
は
、
平
成
23
年
度
入

園
の
園
児
に
つ
い
て
、
次
の
要
領
に
よ

り
入
園
の
受
付
を
し
ま
す
。
入
園
を
希

望
さ
れ
る
ご
家
庭
は
、
受
付
期
間
内
に

願
書
の
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　
12
月
１
日
〜
20
日

【
対
象
年
齢
】

　
３
歳
児
〜
５
歳
児

（
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成
20
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

【
保
育
時
間
等
】

＊
平
常
保
育

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

＊
預
か
り
保
育

　
平
常
保
育
時
間
を
超
え
て
保
育
を
必

要
と
す
る
幼
児
の
た
め
に
、
預
か
り
保

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
午
後
３
時
〜
午
後
５
時
30
分

＊
夏
休
み
・
春
休
み
預
か
り
保
育

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

【
授
業
料
】

　
幼
稚
園
授
業
料
と
し
て
、
月
額
５
５

０
０
円
（
越
知
町
外
６
５
０
０
円
）
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
預
か
り
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
月

額
３
０
０
０
円
。
夏
季
預
か
り
保
育
は

月
額
５
０
０
０
円
が
別
途
必
要
と
な
り

ま
す
。

【
願
書
等
の
提
出
】

　
入
園
願
書
は
、
幼
稚
園
ま
た
は
住
民

課
受
付
に
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
の

上
、
幼
稚
園
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
３
、
４
歳
児
で
入
園
中

の
園
児
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
願
書
等

の
提
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
入
園
の
決
定
】

　
１
月
末
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
T
E
L
２
６

－

１
１
０
７

越
知
保
育
園

越
知
幼
稚
園

平成23年度　保育園・幼稚園入園のお知らせ平成23年度　保育園・幼稚園入園のお知らせ平成23年度　保育園・幼稚園入園のお知らせ平成23年度　保育園・幼稚園入園のお知らせ平成23年度　保育園・幼稚園入園のお知らせ

蜻募集・案内蜷



｜13　｜広報おち｜12月号｜

　
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
〜

　
今
年
も
残
り
1
カ
月
、

2
0
1
0
年
を
締
め
く
く
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
越
知
町
の
皆
さ

ん
は
年
初
の
計
画
通
り
に
幸
せ
な

1
年
に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

12
月
に
入
り
、
私
の
越
知
町
暮
ら

し
も
あ
と
４
カ
月
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
〜
（
涙
）
。
20
代
の
４

年
間
を
過
ご
し
た
第
２
の
ふ
る
さ

と
、
越
知
町
を
離
れ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
今
か
ら
寂
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
残
っ
て
い
る
今
の
時
間
に
悔

い
が
な
い
よ
う
、
な
る
べ
く
た
く

さ
ん
の
い
い
思
い
出
を
残
し
て
お

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
♪

　
先
月
に
は
、
越
知
町
の
秋
祭
り
、

お
な
ば
れ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
町
民
の

方
々
に
お
会
い
で
き
て
、
楽
し
い

ひ
と
時
で
し
た
。
広
報
で
も
す
で

に
何
度
も
言
っ
て
い
ま
す
が
、
日

本
に
は
こ
う
い
っ
た
お
祭
り
文
化

が
あ
っ
て
、
世
代
を
超
え
て
人
々

を
結
び
付
け
る
大
き
な
力
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
と
て
も
素
晴
ら
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
私
、
お
祭
り
の
前
日
か
ら

今
年
は
「
姫
」
役
に
な
る
と
聞
い

て
い
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
時
代
劇
、

「
篤
姫
」
で
見
た
宮
崎
あ
お
い
さ

ん
の
美
し
い
姿
を
想
像
し
な
が
ら

（
笑
）
。

 

（
笑
っ
て
い
て
も
怖
い
鬼
二
人
と
一
緒
に
）

　
し
か
し
、
結
果
は
ご
覧
の
通
り
。

宮
崎
あ
お
い
さ
ん
と
は
大
違
い
で

す
が
、
そ
れ
で
も
初
め
て
着
て
み
た

打
ち
掛
け
に
る
ん
る
ん
で
し
た
♪

　
メ
イ
ク
か
ら
着
付
け
ま
で
、
手

伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
女
性
部
の

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え

し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
先
月
に
開
か
れ
た
文

化
祭
で
は
、
越
知
町
国
際
交
流
協

会
初
の
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

平
成
９
年
に
国
際
交
流
協
会
が
発

足
し
て
、
今
年
で
11
年
。
何
か
地

域
に
貢
献
で
き
る
も
の
が
な
い
か

と
い
う
会
員
の
方
々
の
気
持
ち
を

集
め
、
初
め
て
主
催
し
た
講
演
会

で
し
た
。
東
京
の
「
N
P
O
法
人

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
教
育
資
料
セ
ン
タ

ー
」
の
石
岡
文
子
先
生
に
よ
る
今

回
の
講
演
会
で
は
、
命
の
大
切
さ

と
、
差
別
の
な
い
平
和
な
世
界
づ

く
り
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
有

意
義
な
お
時
間
で
し
た
。

　
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
毎
年
恒
例

の
ソ
ン
ち
ゃ
ん
屋
台
も
欠
か
さ
ず

出
店
、
お
陰
で
今
年
も
完
売
い
た

し
ま
し
た
。
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ

た
会
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

　
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
残
り
１
カ

月
の
2
0
1
0
年
、
み
ん
な
み
ん

な
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
で
過
ご
さ

れ
ま
す
よ
う
に
！
私
は
こ
の
年
末

は
一
時
帰
国
、
韓
国
で
年
を
越
し

て
帰
っ
て
き
ま
す
。
来
年
ま
た
挨

拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ね
♥

ソ
ン
　
　
ソ
ン
ジ
ョ
ン

国
際
交
流
協
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

お
な
ば
れ
に
参
加
し
ま
し
た

国
際
交
流
員
　
孫
　
仙
正

平成23年度　保育園・幼稚園入園のお知らせ平成23年度　保育園・幼稚園入園のお知らせ
　
乳
が
ん
は
も
と
も
と
欧
米
人
に

多
く
、
日
本
人
に
は
少
な
い
と
い

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
日

本
人
女
性
の
間
で
も
急
増
し
て
い

ま
す
。
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
食
生
活
が
脂
肪
分
の
多
い
欧

米
的
な
も
の
に
変
わ
っ
て
き
た
こ

と
で
す
。

　
ま
た
、
晩
婚
化
、
少
子
化
な
ど

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
で
、
日

本
人
女
性
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
原

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
乳
が
ん
が
一
番
多
く
見
ら
れ
る

の
は
、
40
歳
代
か
ら
50
歳
代
に
か

け
て
で
す
が
、
30
歳
代
を
過
ぎ
た

こ
ろ
か
ら
急
に
増
え
始
め
る
の
で
、

30
歳
以
上
の
人
は
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

自
己
チ
ェ
ッ
ク
が
早
期
発
見
の
カ
ギ

　
他
の
が
ん
に
比
べ
る
と
、
乳
が

ん
は
体
表
に
近
い
と
こ
ろ
に
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
自
分
で
気
づ
き

や
す
く
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
治

り
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
症
状

は
、
乳
房
の
し
こ
り
、
ひ
き
つ
れ
、

乳
頭
か
ら
の
分
泌
物
な
ど
で
す
。

こ
ん
な
人
は
要
注
意

○
動
物
性
脂
肪
の
多
い
も
の
を
好
む

○
祖
母
や
母
親
、
姉
妹
な
ど
、
近

親
者
に
乳
が
ん
の
人
が
い
る

○
出
産
経
験
が
な
い
人
、
あ
る
い

は
初
産
年
齢
が
30
歳
以
上
の
人

○
初
経
年
齢
が
早
く
、
閉
経
年
齢

が
遅
い

○
40
歳
以
上
の
女
性
で
あ
る

○
乳
腺
疾
患
の
既
往
が
あ
る

早
期
発
見
の
た
め
に

○
触
っ
て
わ
か
る
も
の
で
す
の
で

定
期
的
に
月
１
回
は
自
己
検
診

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
※

越
知
町
で
も
12
月
12
、
13
、
14

日
に
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
隔
年
ご
と
の
検
診
で
し
た

が
、
年
度
末
ま
で
の
年
齢
が
奇

数
の
方
も
今
年
か
ら
実
費
３
千

円
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

○
気
に
な
る
症
状
が
み
ら
れ
た
人

は
、
乳
腺
の
専
門
医
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

【
保
健
師
だ
よ
り
】
乳
が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

〜
日
本
人
女
性
に
急
増
し
て
い
る
乳
が
ん
〜



｜広報おち｜12月号｜14｜

　10月21日（木）佐川中グラウンドで、小体連北一支部陸上記録会が行われました。越知小学
校の５、６年生が初参加しました。他の参加校は、能津小、日下小、加茂小、佐川小、斗賀野
小、尾川小、黒岩小です。
　現在越知町には小学校が１つしかなく、５、６年生は他の学校の友だちと陸上・水泳を競う
ことができませんでした。そこで今年はぜひとも日高村や佐川町の小学校体育連盟北一支部の
大会に入れてもらいたいと準備してきましたが、それが実現しました。
　競技種目は50ｍ走・100ｍ走・60ｍハードル・走り高跳び・走り幅跳び・ボール投げ・400ｍ
リレーです。１人が２～４種目出場しました。
　広々としたグラウンドでたくさんの子どもたちが、自己記録更新にチャレンジしました。ま
た、他の学校の子どもたちとの競い合いには、大きな声援や拍手で盛り上がりました。保護者
の方もたくさん見に来てくれました。越知小学校の子どもたちの中には、個人競技で１位、２
位、３位になった人も何人かいました。リレーでは男女とも２位になるなど、思いっきり陸上
記録会を楽しむことができました。

越 知 小 学 校 陸上記録会（小体連北一支部）に初参加

　11月16日（火）に越知中学校２年生は、ツムラ出前授業として午前中に、中学校体育館で「越知町
とツムラのつながり」についての話を（株）ツムラＣＳＲ推進室の歌川博幸様から聞きました。その
後、「森林の大切な機能について」の話を高知県中央西林業事務所の植田嘉真様から習いました。
　午後は、（株）ツムラに薬草づくりで20年以上関係のある農事組合法人ヒューマンライフ土佐の横
畠にある「土ヶ森薬草・薬木園」でA組は「間伐体験」、Ｂ組は「植樹体験」を行いました。現地で
はヒューマンライフ土佐組合長さんの片岡継雄様から、体験学習の自然の中で何かを自分で見つけ、
持って帰ってくださいと空のビニール袋を各自に渡され、課題を与えられました。生徒は５～６人が
グループになり、仁淀川森林組合の方から植樹や伐採の説明を聞き、30人近い大人の方に指導してい
ただき、見守っていただく中で体験をしました。
　平成20年６月に、（株）ツムラ、ヒューマンライフ土佐、越知町および高知県の４者で森林の整備
を行う「協働の森づくり事業」のパートナーズ協定を結び、地元の森を「土佐ツムラの森」として整
備を始めました。「土佐ツムラの森」では、間伐などの森林整備により仁淀川水系の水源を保全する
とともに、森林や薬草園などのフィールドを活用した自然体験や実習を通して、環境意識の高揚と参
加者同士の交流を深めるのが目的です。越知中学校ではその事業の一環として、町や教育委員会から
の依頼で２年生の体験学習を行っています。

越 知 中 学 校 ツムラ出前授業・林業体験学習



｜15｜広報おち｜12月号｜

NTTの職員を名乗った還付金詐欺が発生しています。

①「還付金を支払ってないので、手続きをします。今日、入金するので、
　銀行の口座番号・生年月日・携帯電話番号を教えてください。」       
②「電話の加入料金を返却します。7万ほどお金が返ってきます。口座に振り込むので、
銀行名・口座番号・生年月日・携帯電話番号を教えてください。」

などといったものです。

　NTTの職員が電話で口座番号や携帯電話番号を聞いて
くることは絶対にありません。
　不審な電話がかかってきても、口座番号・生年月日・携
帯電話番号は決して教えないで、警察に通報しましょう。

○重 点 目 標
①高齢者の交通事故防止
②飲酒・暴走運転の根絶
③自転車の安全利用の促進

還付金詐欺にご注意！！

年末年始は、交通量が増加したり
飲酒の機会が多くなり、交通事故の多発が予想されます。
特に、飲酒運転は『しない・させない』を徹底し地域から悲惨な交通事故
を追放しましょう。

年末年始は例年更新窓口が大変混み合います。
有効期限ギリギリになって慌てないように、更新は早めに済ませましょう。

※ハンドルキーパーは、自動車で仲間と飲食店等に行く場合に、お酒を飲まないで、仲間
を自宅まで送り届ける人のことです。



｜広報おち｜12月号｜16｜

ま・ち・の・話・題

“おらんく球団”

高知ファイティングドッグス情報　　vol,7

大谷選手（上）

濱田選手（左）

１０月２８日に応援会を開催！！

ＦＤ選手と一緒に
「きたえん坊将軍」で筋力アップ！

文化祭会場ではサイン会も行われた

越知町文化祭で指名の報告をする安田選手

左から定岡監督　安田選手　吉岡町長　武政球団社長

　越知町がホームタウンとなって１年目の全日程

を終了し、年間総合２位となった高知ファイティ

ングドッグス（以下、高知ＦＤ）の報告会を兼ね

た「高知ＦＤ応援会」が「観光物産館・おち駅」

で行われ、今シーズンの試合や町内でのイベント

等での様々な活躍ぶりをスクリーンを見ながら振

り返りました。

　また、同日行われたプロ野球のドラフト会議の

行方も見守りながら、集まった多くの町民の方々

でにぎわいました。

　応援会と同日に行われたプロ野球ドラフト会議で、安田圭佑外野手が福岡

ソフトバンクホークスの育成ドラフト１位で指名されました。

　安田選手は宮崎県出身の23歳で入団1年目。走・攻・守の３拍子揃った選

手で、今シーズンはリーグ盗塁王のタイトルを獲得しています。

　今後の安田選手の活躍を願い、皆さんの応援よろしくお願いします。

　今年は、自分にとって人生を変える１年になりまし
た。グラウンドも整備されて、良い環境の中で自分の
納得のいく練習をさせてもらいました。まずは選手登
録してもらうことが大事なので、１日も早く１軍でプレ
ーして、越知町の皆さんに見てもらうことでご恩返し
したいと思っています。いろいろ支えていただいて本
当にありがとうございました。

©S.M.E

　毎週、保健福祉センターや町内８カ所で行っている筋力体操「き
たえん坊将軍」のビデオがリニューアルされることになり、大谷龍太
選手と濱田兼信選手が出演し収録が行われました。

　高齢者を対象とした体操です
が、選手は「なかなかキツイです
ね、自分たちの練習にも使えそう
です」と真剣に取り組んでいまし
た。新しいビデオを使っての体操
は、編集作業が終わり次第使用
する予定です。
　参加者の皆さんお楽しみに！

《安田選手から越知町の皆さんへメッセージ》

安田選手が
ソフトバンクに育成ドラフト１位指名！！
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No.111

博
物
館
だ
よ
り

雪

　
一
口
に
「
雪
」
と
言
っ
て
も
い
ろ

い
ろ
あ
る
。
牡
丹
雪
・
綿
雪
・
粉

雪
・
細
雪
・
名
残
の
雪
等
々
で
、
雪

は
幻
想
的
・
哀
愁
的
な
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
ら

の
中
に
は
演
歌
や
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
雪
も
そ
れ
を
さ

ら
に
細
か
く
ミ
ク
ロ
の
世
界
で
見
る

と
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
結
晶
形
か
ら

で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
雪
は
、
空
気
中
の
水
蒸
気
が
凍
っ

て
で
き
た
氷
の
結
晶
で
あ
る
が
、
雪

が
で
き
る
た
め
に
は
雪
の
中
心
に
芯

と
な
る
物
質
（
微
粒
子
）
が
必
要
で
、

そ
れ
を
核
と
し
て
結
晶
が
成
長
す

る
よ
う
で
あ
る
。
微
粒
子
は
空
気
中

に
浮
遊
す
る
　
塵
　
で
、
強
風
や

火
山
の
爆
発
に
よ
っ
て
上
空
高
く
舞

い
上
が
っ
た
砂
粒
や
火
山
灰
、
彗
星

が
噴
出
し
た
微
塵
な
ど
が
あ
る
。
結

晶
形
は
、
基
本
的
に
は
六
本
の
枝

（
軸
）
が
放
射
状
に
伸
び
た
「
六
角

形
」
（
　
六
花
結
晶
　
）
を
成
し
、

そ
れ
に
い
ろ
ん
な
条
件
の
違
い
に
よ

る
装
飾
模
様
が
晶
出
・
成
長
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
形
状
と
な
る
。

　
雪
を
観
察
し
て
そ
の
結
晶
形
を

ス
ケ
ッ
チ
し
て
記
録
し
た
も
の
で
、

現
存
す
る
最
古
の
も
の
は
１
５
０
０

年
代
ま
で
遡
る
と
い
う
。
日
本
で
最

初
に
拡
大
鏡
（
虫
め
が
ね
）
を
用
い

て
雪
の
結
晶
を
観
察
し
、
ス
ケ
ッ
チ

画
を
残
し
た
の
は
、
下
総
（
現
在
の

茨
城
県
）
の
古
河
領
主
・
土
井
利
位

で
、
１
８
３
２
年
に
『
雪
華
図
説
』

『
続
雪
華
図
説
』
の
２
冊
の
本
に
ま

と
め
て
出
版
し
、
実
に
計
195
種
類
の

雪
の
結
晶
を
識
別
・
記
載
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
100
年

後
の
１
９
３
１
年
に
、

ア
メ
リ
カ
の
雪
の
写

真
家
、
ウ
ィ
ル

ソ
ン
・
ベ
ン
ト

レ
ー
に
よ
っ

て
２
３
０
０

種
（
３
０
０

０
枚
）
の
結

晶
を
収
録
し

た
写
真
集
が
出

版
さ
れ
て
い
る
。

　
雪
の
研
究
者
と
言

え
ば
、
雪
氷
学
の
開
拓
者

（
　
雪
の
博
士
　
）
・
中
谷
宇
吉
郎

が
有
名
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
写
真

集
に
深
い
感
銘
を
受
け
、
翌
32
年

か
ら
雪
の
研
究
を
始
め
て
結
晶
の

分
類
を
行
い
、
36
年
に
は
世
界
で
初

め
て
人
工
的
に
雪
の
結
晶
を
作
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。
彼
は
、
土
佐

が
生
ん
だ
著
名
な
地
球
物
理
学

者
・
寺
田
寅
彦
の
弟
子
で
あ
り
、
寅

彦
と
同
様
に
随
筆
家
で
も
あ
り
、

「
雪
は
天
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
で
あ

る
」
と
言
っ
て
い
る
。
　

　
高
知
県
関
係
で
は
、
越
知
町
出

身
の
雲
・
雪
氷
物
理
学
者
に
黒
岩

大
助
（
1
9
1
6
－

1
9
8
3
）
と

い
う
人
物
が
い
る
。
東
京
物
理
学
校

（
現
東
京
理
科
大
学
）
を
卒
業
後
、

北
海
道
大
学
低
温
科
学
研
究
所
に

入
り
、
理
学
博
士
の
学

位
を
取
得
し
て
い

る
。
雪
氷
学
者

の
中
谷
宇
吉

郎
の
下
で
積

雪
や
着
氷
の

研
究
に
従

事
し
、
世
界

で
初
め
て
電

子
顕
微
鏡
に
よ

る
霧
核
の
撮
影
に

成
功
し
注
目
を
浴
び

た
。

　
さ
て
、
『
雪
の
結
晶
が
何
故
　
六

角
形
　
な
の
か
』
と
い
う
問
題
で
あ

る
が
、
「
六
角
形
」
と
い
う
形
は
、

自
然
界
に
お
い
て
は
物
理
的
に
一
番

安
定
し
た
強
い
構
造
で
、
「
ハ
ニ
カ

ム
構
造
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ミ
ツ

バ
チ
な
ど
の
巣
、
昆
虫
の
複
眼
、
亀

の
甲
羅
、
横
倉
山
か
ら
産
す
る
４
億

年
前
の
造
礁
サ
ン
ゴ
・
ハ
チ
ノ
ス
サ

ン
ゴ
な
ど
が
あ
り
、
雪
の
よ
う
な
平

面
的
な
も
の
と
し
て
は
、
金
網
、
サ

ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
の
ネ
ッ
ト

な
ど
も
六
角
形
の
集
合
体
で
あ
る
。

ま
た
、
今
度
『
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
』

に
認
定
さ
れ
た「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ

ー
ク
」
の
山
陰
海
岸
国
立
公
園
内
の

一
角
に
あ
る
「
玄
武
洞
」〔
国
指
定

天
然
記
念
物
〕の
見
事
な
玄
武
岩
の

六
角
状
の
柱
状
節
理
も
そ
う
で
あ
る
。

　
結
局
、
雪
の
結
晶
形
―
特
に
何

故
六
角
形
に
な
る
の
か
―
に
関
し

て
は
、
未
だ
に
明
確
な
理
由
は
わ
か

っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
一
説
で
は
、

安
定
し
た
形
と
い
う
理
由
の
他
に
、

雪
の
材
料
物
質
で
あ
る
水
蒸
気

（H
2O

）
の
O
と
H
の
結
合
角
度
も

起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
模
様

に
つ
い
て
は
、
温
度
・
湿
度
（
水
蒸

気
量
）・
風
・
落
下
速
度
等
々
い
ろ

ん
な
気
象
条
件
の
違
い
に
よ
っ
て
起

こ
る
ら
し
い
。
ま
る
で
万
華
鏡
を
見

る
よ
う
な
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
雪
の

結
晶
も
、
深
く
突
き
詰
め
る
と
極

め
て
複
雑
な
条
件
が
合
わ
さ
っ
て
で

き
た
　
自
然
の
造
形
美
　
だ
と
言

え
そ
う
だ
。
正
に
い
ろ
ん
な
情
報

の
詰
ま
っ
た
　
手
紙
　
の
よ
う
に
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井 

敏
夫

《
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

企
画
展

：

『
恐
竜
・
ア
ロ
サ
ウ
ル
ス

と
そ
の
時
代
』

　
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
で
は
、

標
記
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す

（
12
月
26
日
ま
で
）
。

　
１
億
５
０
０
０
万
年
前
に
生
息

し
て
い
た
、
当
時
最
大
・
最
強
の
肉

食
恐
竜
・
ア
ロ
サ
ウ
ル
ス
の
迫
力
あ

る
実
物
全
身
骨
格
化
石
を
中
心
に
、

そ
の
当
時
生
き
て
い
た
動
植
物
の

化
石
も
一
緒
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
初
め
て
の
公
開
で
、
ま

た
と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
是
非
こ

の
機
会
に
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　
恐
竜
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
賞
品
の
当
た
る

恐
竜
ク
イ
ズ
、
化
石
模
型
作
り
（
毎

日
曜
日
）
も
あ
り
ま
す
。

（
※
越
知
町
内
の
小
・
中
学
生
は
無
料
）

し
ん

し
も
う
さ

さ
か
の
ぼ

と
ら
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桂
浜
コ
ー
ス

【
日
時
】

12
月
16
日
（
木
）

午
前
９
時

　
サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
集
合

午
前
９
時
10
分

　
サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
出
発

午
後
５
時

　
帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
朝
倉
―
春
野
―
桂
浜
荘
―

高
知
―
い
の
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
を
利
用
し
て
実
施
す
る

・
集
合
時
間
に
遅
れ
な
い
こ
と

・
参
加
料
３
，
５
０
０
円
（
食
事

代
を
含
む
）

・
申
し
込
み
期
限
は
12
月
６
日
と

し
、
一
定
の
人
員
に
達
す
れ
ば

締
め
切
る
も
の
と
す
る

・
晴
雨
に
か
か
わ
ら
ず
実
施
す
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野

　
T
E
L
２
６

－

０
４
５
８

歩
こ
う
会

「
新
成
人
の
集
い
」の
ご
案
内

　
平
成
23
年
1
月
3
日
（
月
）
町

民
会
館
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度

新
成
人
の
集
い
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
の
皆
さ
ん
に
招
待
状
を

発
送
し
ま
し
た
が
、
越
知
町
に
住

所
が
な
く
招
待
状
が
届
い
て
な
い

方
で
、
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

【
対
象
者
】

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
河
添
・
前
田
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

◀募集・案内▶

一
緒
に

遊
ぼ
う
！

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る

皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

　
冷
た
い
風
が
吹
き
、
思
わ
ず
背

中
を
丸
め
て
し
ま
い
そ
う
に
な
り

ま
す
が
、
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち

は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
勢
い
で
ボ

ー
ル
遊
び
や
ご
っ
こ
遊
び
な
ど
元

気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
み
ん
な
！
幼
稚
園
に
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
？
み
ん
な
で
一
緒
に
、

元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

12
月
17
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
T
E
L
２
６－
１
１
０
７

　
今
月
は
「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ

こ
」
や
「
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

な
ど
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

☆
１２
月
の
予
定
☆

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
10
日
（
金
）

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
　
　
　
　

※
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
品
物
な

ど
で
、
買
い
物
を
楽
し
も
う
！

　
　
　

◎
17
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！
　

◎
21
日
（
火
）

※
特
別
企
画
※

（
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

※
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
合
同

企
画
で
す
。

※
対
象
は
６
歳
ま
で
の
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者

※
お
や
つ
持
参
で
き
て
ね
！

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
！

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◎
お
知
ら
せ

12
月
28
日
〜
平
成
23
年
１
月
３
日

の
間
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は
休
み
で

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
藤
原
・
井
上

　
T
E
L
２
６－

２
１
４
１

越
知
保
育
園
内 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ



〜
手
づ
く
り
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
＆
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
〜

　
教
室
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
そ
え
る
と
喜
ば
れ
る

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
と
額
に
入
れ
て
お
部
屋
に
飾
る

と
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
作
品
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。 

　
パ
ス
テ
ル
和
（
N
A
G
O
M
I
）
ア
ー
ト
は
柔
ら

か
い
ト
ー
ン
の
色
合
い
が
特
徴
で
、
穏
や
か
で
心
和

む
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
風
合
い
の
ア
ー
ト
で
す
。「
絵
は

ち
ょ
っ
と
苦
手
…
」
と
い
う
方
で
も
簡
単
に
楽
し
み

な
が
ら
雰
囲
気
の
あ
る
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
ア
ー

ト
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】

12
月
11
日
（
土
） 

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】

観
光
物
産
館
お
ち
駅
２
階
多
目
的
交
流
ス
ペ
ー
ス

【
定
員
】

10
名
（
小
学
校
４
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

【
参
加
費
】

モ
ニ
タ
ー
体
験
に
つ
き
今
回
無
料

※
教
室
終
了
後
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ

さ
い

【
持
ち
物
】

作
品
持
ち
帰
り
用
の
紙
袋

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
町
観
光
協
会

　
T
E
L
２
６－

１
０
０
４

｜19｜広報おち｜12月号｜

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
で
は
平
成
23
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学
習
す

る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の
方

な
ら
、
学
力
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４

単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教

養
）
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方
に
は

「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
出
願
期
限
】
平
成
23
年
２
月
28
日

◆
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L
０
８
８－

８
４
３－
４
８
６
４

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.o
u
j.a
c
.jp

ほ
ん
わ
か
和
み
の
お
絵
か
き
教
室

◀募集・案内▶

　
本
年
度
も
、
農
閑
期
で
あ
る
冬
季

に
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
害
に

お
困
り
の
農
林
業
の
皆
さ
ま
の
受
験

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
受
験
料
】

初
心
者
　
　
　
５
，
２
０
０
円

一
部
免
除
者
　
３
，
９
０
０
円

【
申
請
書
配
布
場
所
】

高
知
県
鳥
獣
対
策
課
ま
た
は
地

区
猟
友
会

【
申
請
先
】

高
知
県
鳥
獣
対
策
課

【
申
請
方
法
】

郵
送
ま
た
は
持
参
で
高
知
県
鳥

獣
対
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い

【
締
切
日
】

受
験
日
の
10
日
前
ま
で
に
高
知

県
鳥
獣
対
策
課
へ
必
着

【
そ
の
他
】

事
前
講
習
会
に
つ
い
て
は
高
知

県
猟
友
会
（
0
8
8－

8
2
3

－

1
0
3
6
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
県
鳥
獣
対
策
課

　
T
E
L
０
８
８－

８
２
３－

９
０
３
９

　
産
業
建
設
課

　
T
E
L
２
６－

１
１
０
５

　
越
知
地
区
猟
友
会

　
T
E
L
２
６－

０
５
１
５

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

試験の日時

平成23年1月14日（金）

午前10時から

平成23年1月15日（土）

午前10時から

会場

県立ふくし

交流プラザ

（高 知 市 朝

倉戊 375-1）

第一種銃猟

第二種銃猟

わな猟

網猟

試験を実施する

免許の種類
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お
く
や
み

町
民
の
動
き

10
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

1

6

5

14

6,615

3,089

3,526

3,038

（△14）

（△  4）

（△10）

（△  3）

※
お
知
ら
せ

県
立
図
書
館
よ
り
相
互
貸
借
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
た
。

◆ 

家
庭
文
庫
貸
出
中
！！

料
理
・
育
児
・
園
芸
・
マ
ナ
ー
・

健
康
・
そ
の
他
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！

平
成
23
年
１
月
末
日
ま
で

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
こ
れ
か
ら
の『
正
義
』の
話
を

し
よ
う
」マ

イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル 

著

　
テ
ロ
、
戦
後
補
償
と
い
っ
た
、

現
代
世
界
を
覆
う
無
数
の
困
難
の

奥
に
は
、
常
に
こ
う
し
た
哲
学
・

倫
理
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。 

ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
史
上
空
前
の
履
修

者
数
を
記
録
し
続
け
る
、
超
人
気

講
義
「
J
u
s
t
i
c
e
（
正
義
）」

を
も
と
に
し
た
全
米
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
、
待
望
の
邦
訳
。

「
体
脂
肪
計
タ
ニ
タ
の

社
員
食
堂
」

タ
ニ
タ 

著

　
か
み
応
え
で
ま
ん
ぷ
く
感
。
薬

味
で
味
わ
い
ア
ッ
プ
。
し
っ
か
り

だ
し
で
塩
分
ダ
ウ
ン
。
肉
も
魚
も

野
菜
も
た
っ
ぷ
り
お
い
し
さ
・
ボ

リ
ュ
ー
ム
そ
の
ま
ま
。
人
気
社
員

食
堂
の
定
食
レ
シ
ピ
31
日
分
。

「
ア
リ
ア
ド
ネ
の
弾
丸
」

海
堂 

尊 

著

　
東
城
大
学
病
院
内
で
起
き
た
射

殺
事
件
。
仕
掛
け
ら
れ
た
完
全
無

欠
の
ト
リ
ッ
ク
。
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

（11月1日現在）

ト
は
72
時
間
。
田
口
と
白
鳥
は
東

城
大
学
病
院
を
救
え
る
の
か
？ 

メ

デ
ィ
カ
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
「
田
口
＆
白
鳥
」
シ
リ
ー
ズ
。

子
ど
も
の
本

「
で
っ
こ
り
ぼ
っ
こ
り
」

高
畠 

那
生 

作

　
巨
大
人
の
マ
ラ
ソ
ン
で
地
球
の

あ
ち
こ
ち
に
大
き
な
足
型
の
穴
が

あ
き
、
反
対
側
に
は
出
っ
ぱ
り

が
…
。
ナ
ン
セ
ン
ス
な
発
想
が
楽

し
い
ユ
ー
モ
ア
絵
本
。

「
あ
っ
！
ゆ
き
だ
」

ブ
ラ
ン
リ
ー 

作

　
雪
だ
る
ま
を
つ
く
っ
た
り
、
そ

り
で
滑
っ
た
り
。
雪
で
遊
ぶ
の
は

楽
し
い
ね
。
で
も
、
雪
に
つ
い
て

ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
い
る
か
な
。

子
ど
も
た
ち
を
興
味
深
い
「
か
が

く
」
の
世
界
に
案
内
す
る
、
ア
メ

リ
カ
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
絵
本
。

「
は
し
を
わ
た
ら
ず

は
し
わ
た
れ
」小

野 

か
お
る 

作

　
言
葉
よ
り
も
古
く
か
ら
あ
っ
た

と
さ
れ
る
〝
橋
〞
。
こ
ち
ら
で
も
、

あ
ち
ら
で
も
な
い
特
別
な
場
所
が

橋
で
す
。
橋
に
ま
つ
わ
る
お
話
で

い
っ
ぱ
い
！

【
開
館
日
時
】
火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

（
休
館
日 

月
曜
・
年
末
年
始
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

住
　
所

氏
　
　
　
名

光
原
　
春
子

小
田
ツ
ミ
コ

西
森
　
康
枝

田
中
　
春
枝

藤
田
　
速
雄

山
本
　
義
雄

１
区

１
区

８
区

五
葉
荘

鎌
井
田

柴
尾



奥
山
に
拾
い
し
と
人
の
く
だ
さ
れ
き
枯
葉
混
ざ
れ
る
栗
ひ
と
袋結

城
多
良
子

夕
暮
る
る
流
れ
に
蟹
籠
沈
め
お
り
職
失
ひ
て
帰
り
来
し
人

廣
見
　
正
子

鹿
地
亘
失
踪
と
あ
り
し
二
日
後
か
新
聞
に
二
行
ア
レ
ン
ダ
レ
ス
来
た
る

井
上
善
三
郎

秋
は
い
つ
来
る
か
と
思
い
し
残
暑
な
り
今
日
木
犀
の
香
り
う
れ
し
き

益
　
　
法
子

父
逝
き
て
過
ぎ
し
四
十
年
ふ
る
さ
と
に
ひ
い
ら
ぎ
の
花
ほ
の
か
に
か
お
る

吉
良
　
　
武

紛
れ
入
り
天
井
め
ぐ
る
黒
ア
ゲ
ハ
図
書
館
の
窓
出
で
て
は
ゆ
か
ず

宮
橋
　
敏
機

八
十
八
歳
今
日
よ
り
は
じ
ま
る
頬
を
吹
く
台
風
先
触
れ
の
風
の
中
な
り

楠
瀬
兵
五
郎

◎
鑑
賞
歌

秋
の
日
の
土
佐
の
高
知
の
堀
ば
た
の
夕
風
に
売
る
く
ら
し
の
刃
物

馬
場
あ
き
子

ノ
ン
キ
節
な
ら
ば
此
の
今
を
如
何
に
風
刺
せ
む
か
と
思
ひ
し
の
み
に
時
は

過
ぎ
ゆ
く

小
暮
　
政
次

　
短
歌
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
役
場
前
の
「
本
の
森
図
書
館
」
へ
遊
び

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

越
知
短
歌
会
世
話
役
・
宮
橋

第
七
十
六
回
越
知
短
歌
会

よ
そ
と
せ
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お 名 前

生年月日

性 別

両 親

住 所

メッセージ

齋藤 大河

平成21年12月7日

男

齋藤 幸節・郁枝

越知町6区

元気で大きくなってね。
（お父さん、お母さんより）

さいとう   たい  が

お 名 前

生年月日

性 別

両 親

住 所

メッセージ

西川 世夏

平成21年11月5日

女

西川 勝次・美佐子

越知町小舟

すくすく大きく育ってね。（父）
元気いっぱいの世夏は家族みん
なのアイドルです。これからもみ
んなに笑顔をくださいね♥（母）
早く一緒におもいっきり遊ぼうね（兄姉より）

にしがわ　 せ   な

　
11
月
10
日
、
越
知
町
商
工
会
青

年
部
主
催
に
よ
る
「
お
な
ば
れ
」

が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
越
知
保
育
園
児
や
小
中

学
生
な
ど
、
約
２
０
０
人
が
参
加
。

無
病
息
災
・
商
売
繁
盛
を
願
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
越
知
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
を
先
頭
に
鬼
や
獅
子
舞
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
に
仮
装
し
た
行
列
が
、

坂
折
川
か
ら
商
店
街
な
ど
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。
時
折
、
「
わ
っ
し

ょ
い
！
わ
っ
し
ょ
い
！
」
の
か
け

声
と
と
も
に
威
勢
よ
く
御
輿
を
担

ぎ
上
げ
る
様
子
は
、
沿
道
の
観
客

を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
葉
荘
や
山
﨑
病
院
で

は
、
巫
女
姿
に
扮
装
し
た
越
知
小

学
校
生
（
6
年
生
）
が
、
伝
統
芸

の
浦
安
の
舞
を
披
露
す
る
と
、
観

客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

商
売
繁
盛
な
ど
を
願
っ
て

み 

こ
し


